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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は

紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
や
り
取
り
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録

の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷ベビーカー（バギー式）　▷ハムスター用ゲージ　▷ベビー
バス　▷電気ファンヒーター　▷電気スタンド　▷インター
ホン（取り換え用）　▷水槽

▷芝刈り機　▷浴室用混合水栓（シャワー付き）　▷調理用ボ
ウル　▷卓上ポット（ステンレス製）　▷大人用自転車　▷ガ
スコンロ　▷卓上用ミシン　▷キャリーバッグ（4輪・中型）　
▷キャリーバッグ（4輪・大型）　▷ラベルプリンター　▷液
晶テレビ　▷冷蔵庫　▷サイドテーブル　▷こたつ

不
用
品
情
報（
無
料
）

放射線量の測定値

談相種各 （9月15日～10月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
第1会議室

9月26日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午 地域づくり支援課
（内線252）10月12日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 10月1日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 9月20日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 10月11日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザ
あおい 10月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 9月26日㈫、10月10日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
8月20日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(曇り）

今月の納期（9月分）
固定資産税・都市計画税・・・・・・・３期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・３期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・３期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・３期

　　　納期限　10月2日㈪
市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

▶時　　間　午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　中央公民館第2学習室（「みらい」内）
▶講　　師　三沢一水さん（行田市俳句連盟会長）
▶対　　象　俳句初心者の方
▶定　　員　30人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶申し込み　 9月20日㈬午前9時から直接同館（電話受

け付けは午前10時から）
▶問い合わせ　同館☎556―2649

初めての俳句講座
～あなたも俳句を作ってみませんか～

▶日　　時　10月7日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　八木橋百貨店1階正面入口（熊谷市仲町74）
▶内　　容　 不動産鑑定士が不動産の価格などの相談に

応じます。
▶主　　催　公益社団法人埼玉県不動産鑑定士協会
▶後　　援　埼玉県、熊谷市他
▶問い合わせ　同協会☎048―789―6000

平成29年度不動産鑑定士による
不動産の無料相談会

回 期　　日 学習内容

１  10月13日㈮ 俳句とは何か、俳句用語の基礎知識

2  11月17日㈮ 実作のための予備知識、名句鑑賞

３  12月15日㈮ 俳句を作る①

４ 平成30年1月19日㈮ 俳句を作る②

５ 平成30年2月23日㈮ 俳句を作る③

　市では、老朽空き家等を解体する方への補助制度を実
施しています。対象になる老朽空き家等は、市から条例
に基づく助言または指導を受けたもので、１年以上使用
されていないものなどの条件があります。補助金額は、
解体費用の2分の1以内で上限は50万円（床面積に関す
る上限基準あり）です。詳細を建築開発課または市ホー
ムページで確認の上、申請してください。
　なお、申請は解体工事を行う前にする必要があります
ので、ご注意ください。

▶問い合わせ　同課建築指導担当☎550―1551

老朽空き家等を
解体する場合に補助金を

交付します

　市では、木造の住宅を対象に、簡易な耐震診断を無料
で実施しています。古い基準で建てられた住宅は耐震性
能が低いものが多く、大地震の際には倒壊してしまう恐
れがあります。
　市職員が自宅に伺い診断をしますので、ぜひご利用く
ださい。

▶問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―1551

木造住宅の耐震診断を
無料で行います

　市では、木造住宅の耐震診断および耐震改修工事をす
る方への補助制度を実施しています。対象になる住宅は
昭和56年5月31日以前に着工した一戸建ての住宅およ
び兼用住宅です。補助金額は耐震診断が診断費用の2分
の1（上限5万円）、耐震改修工事が耐震工事費用の23パー
セント(上限20万円)です。詳細を建築開発課または市
ホームページで確認の上、申請してください。
　なお、申請は診断または改修工事を行う前にする必要
がありますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　同課建築指導担当☎550―1551

木造住宅の耐震診断および
耐震改修工事をする方に
補助金を交付します

　8月3日に不燃ごみ収
集車の荷台で、ラジコン
などに使用していたと思
われる充電式電池が原因
の出火がありました。発
見が早くすぐに消火でき
ましたが、消火が遅れれ
ば収集作業員や周辺の住
民の命に関わる重大事故
（火災）につながりかねま
せん。
　このような事故をなくすため、次のことに注意して集
積場所に出してください。
○充電式電池、乾電池およびライターは、「有害ごみ」へ
○ スプレー缶およびカセットボンベは、穴を開けてから
「資源物」へ

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

ごみ収集車の火災防止に
ご協力ください

ごみ収集車の荷台で
出火した充電式電池
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

18

休日や夜間の急な病気や
けがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
9月17日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
9月18日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111
9月23日（土) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
9月24日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

   10月1日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
   10月8日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
   10月9日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111
10月15日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

19

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 9月28日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時から受け付け）
対　　象　平成29年7月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方

法や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 10月5日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 10月6日㈮午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 9月27日㈬午前10時～ 11時30分（午前

9時30分から受け付け）
対　　象　平成28年11月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんと

の遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話
（予防接種、栄養、育児、歯科保健など）、
運動発達、食事、育児などの相談

乳幼児健診（申し込み不要）
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康

【休日急患診療】　

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

病院に連れて行こうか迷ったとき、受診できる医療機
関を知りたいとき
① 平成29年10月1日午前9時から埼玉県の救急電話
相談を24時間365日で実施します。
　 全国共通ダイヤル#7119を導入し、大人や子ども
の相談に対応するとともに医療機関の案内をしま
す。急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医
療機関を受診すべきかどうかなどをアドバイスしま
すので、判断に迷ったときはお気軽にお電話ください。

　相談時間　毎日24時間
　 電話番号　#7119または☎048―824―4199(ダ
イヤル回線、IP電話、PHSを利用の場合)
　※従来と同様に、次の番号からも電話をかけられます。
　○大人の救急電話相談　#7000
　○ 小児救急電話相談　#8000または☎048―833

―7911

平成29年9月までの電話番号および相談時間　
　○大人の救急電話相談　＃7000
　相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　 【日曜日、祝日など】午前9時～午後10時30分
　○ 小児救急電話相談　#8000または☎048―833

―7911
　相談時間【月～土曜日】午後7時～翌朝7時
　　　　　 【日曜日、祝日など】午前7時～翌朝7時

②行田市消防署　☎550―2123

誤飲や誤食をしたとき　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時
～午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24
時間対応）

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

ママ・パパ教室
日　　時　 10月12日㈭午後1時15分～ 4時（午後1

時から受け付け）
場　　所　保健センター
内　　容　 赤ちゃんのための妊娠中の歯の健康の話、

沐
もくよく
浴、フリートーク　

対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人（先着順）
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期（16週～ 34週）

の参加をお勧めします。
申し込み　 10月5日㈭までに直接または電話で保健

センター　

親子のよい歯のコンクールが
実施されました

　平成28年度の3歳児健診受診者の中から選出された、
歯および口

こうくう
腔状況の優秀な親子8組が表彰されました。

　歯の健康は、全身の健康に大きく関わります。乳幼
児期から歯科保健への関心を持ち、歯を大切にしま
しょう。

～店のメニューを健康レシピとして売り出しませんか～
健康につながるレシピを募集します

　市では「健康メニューを提供したい」という飲食店を
応援するため、皆さんから健康につながるレシピを募
集します。要件を満たしたものは「健康レシピ」として
認定し、その料理を提供する店を「健康レシピ認定店」
とします。健康志向の方や観光に訪れた方が健康レシ
ピ認定店にその料理を食べに来ることで、口コミや
SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）など
で情報が拡散され、集客数の増加が期待されます。

健康レシピ認定店になると
① 「健康レシピ発表会」（平成30年1月開催予定）に参
加し、健康レシピをPRすることができる。発表会
には報道機関の方を招き、試食してもらう予定。

②健康レシピマップに店の場所や写真が掲載される。
③市から認定ステッカーやポスターが配布される。

認定要件　・テーマに沿ったレシピになっていること
　　　　　・ 次のア～エのいずれか2つ以上に該当す

ること
　　　　　　ア地元農水産物を１品以上使用している
　　　　　　イ 1食当たり120ｇ以上の野菜（いも類

を除く、きのこ・海藻類を含む）を使
用している

　　　　　　ウ 1食当たりエネルギー量が650 ～
750kcalである

　　　　　　エ1食当たり食塩量3g未満である
　　　　　・ 健康レシピ開発委員会からのアドバイス

を受ける

応募要件　① 市内の飲食店を経営または勤務している
こと

　　　　　②地元農水産物を使用していること
　　　　　③ 次のアまたはイのいずれかのテーマに

沿っていること
　　　　　　ア市のシンボルマーク
　　　　　　　 青色（水）【例：青魚、水など】､ 緑色(田

園都市）【例:緑野菜､米など】、赤色（一
体感や情熱）【例：肉、トマト、辛味な
ど】 の3つの色彩やシンボルマークの
意味を取り入れたレシピ

　　　　　　イ 行田の歴史
　　　　　　　【例：蔵、古墳、埴輪など】
そ の 他　・応募作品数に制限はありません。
　　　　　・ レシピはすでに店で提供しているもので

も可。
　　　　　・ 1品でも1食（主食・主菜・副菜がそろっ

たもの）でも可。
　　　　　・応募書類の返却はしません。
　　　　　・ 応募されたレシピは、健康レシピ開発委

員会で監修すること以外の用途に使用し
ません。

応募方法　 9月29日㈮までに保健センターで配布し
ている「健康レシピ提出用紙」（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入
の上、同センターに持参または郵送してく
ださい。【持参・郵送】〒361―0023 行
田市長野2―3―17 保健センター

健康相談（要申し込み）
日　　時　9月27日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　9月4日㈪～8日㈮・11日㈪・19日㈫・
　　　　　  25日㈪、10月2日㈪・3日㈫・10日㈫　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

　

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

9月17日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

9月23日㈯午前11時 おはなしタンバリン

10月7日㈯午後2時 おはなしの会

10月14日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
9月20日㈬、10月11日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員ぴよぴよおはなし会 10月1日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 10月1日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 10月8日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 9月16日㈯午後2時 ムーミン　パペット・ア
ニメーション友情の巻 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 9月24日㈰
午後1時30分

1939年アカデミー賞撮影
＜白黒＞賞受賞　
嵐が丘（洋画：104分）
出演：ローレンス・オリ
ヴィエ、マール・オベロ
ン、デヴィッド・ニヴェ
ン、ジェラルディン・
フィッツジェラルド 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員
 「みらい」
　2階映像
　ホール

ブックスタート 9月20日㈬・27日㈬　
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成29年3月1日～
5月31日生まれの赤
ちゃんとその保護者
※ 母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2021

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

固
定
資
産
税
に
関
す
る
家
屋
実
地
調
査
に

ご
協
力
を

　
市
で
は
現
在
、
家
屋
の
新
築
・
増
築
お
よ
び
取

壊
し
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
に
は
、
職
員

が
2
人
1
組
で
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
職
員
は
「
職
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。「
職
員
証
」
の
提
示
が
な
い
な
ど
不
審
に
感

じ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、「
家
屋
取
壊

届
出
書
」
を
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
登
記
し
て
あ
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、
法
務
局

で
滅
失
登
記
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
税

務
課
で
家
屋
の
取
壊
し
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、「
家
屋
取
壊
届
出
書
」
の
用
紙
は
、
税

務
課
で
配
布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
資
産
税
担
当
（
内
線
２
３

　
４
）

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

・ AX　伊坂幸太郎／著
・MM　市川拓司／著
・B.LEAGUE2016ー17シーズン総決算
・ 笑い猫の5分間怪談11　那須田淳／責任編集・作、
okama／カバー絵
・生きた化石摩訶ふしぎ図鑑　北村雄一／絵と文
・ そらをとびたかったペンギン　だれもが安心して存
在できる社会へ　申ももこ／作、shizu ／協力、は
やしみこ／絵

新　着　図　書
＜DVD＞
・ スノーホワイト
　ー氷の王国ー
・ ペット
・ シング・ストリート 
未来へのうた

＜CD＞
・アンコール（back number）
・人間開花（RADWIＭPS）
・ パーパス（ジャスティン・
ビーバー）

今月のおすすめ新着DVD・新着CD

　絵本を通したコミュニケーションは子どもに愛情を
伝え、生きる力を育みます。パパママ同士、赤ちゃん
同士で触れ合う良い機会にもなりますので、ぜひご参
加ください。

▶ 日　　時　10月6日㈮・20日㈮午前10時30分～
11時45分
▶ 場　　所　中央公民館レクリエーション室（「みらい」
内）
▶内　　容　
　・ 絵本の読み聞かせ、手遊び、工作などを親子一緒

に楽しみます。
　・絵本の選び方や子育てのこつを学びます。
　・ 子育ての不安や疑問など、講師を交えてのグルー

プトークを行います。
▶ 講　　師　島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直
美さん（いずれも埼玉県家庭教育アドバイザー）
▶対　　象　乳幼児と保護者
▶定　　員　15組程度
▶参 加 費　無料
▶ 申し込み　事前に図書館で配布している申込書に必
要事項を記入の上、直接提出してください。（電話
での申し込み可）

【図書館豆知識】
図書館ホームページの便利なサービス

　図書館ホームページを活用するととても便利です。
ここでは、おすすめのサービスを紹介します。
資料の検索
　来館しなくても、ホームページから図書館の資料を
探すことができます。
新着資料一覧
　過去1カ月前までの新着資料をご覧いただけます。
貸出ベスト一覧
　過去3カ月間で貸出数の多い資料をご覧いただけ
ます。

【利用者番号・パスワードの入力が必要なサービス】
資料の予約
　貸出中の資料に限り、資料の予約ができます。
貸出資料の期限の延長（1回のみ）
　返却期限内で次の予約が無く、延滞資料が無い場合
に限り、貸出日の1週間後から資料の返却期限を延ば
すことができます。（CD・DVD・ビデオテープを除く）
※パスワードは、ホームページから登録できます。

うたって、あそんでわくわく
親子の絵本講座（秋の巻）

シルバー人材センターからのお知らせ

 庭木の手入れご自分で！
シルバー公開講座

「植木の手入れ」入門

▶ 日時　10月23日㈪午後1時
30分～ 4時
▶ 場所　行田市シルバー人材セ
ンター講習室
▶ 対象　市内在住の60歳以上
の方
▶定員　20人（先着順）
▶参加費　無料
▶ 申し込み　9月29日㈮まで
に同センター☎556―5221

会員になって　生きがい・仲間を見つけませんか
　長年培った知識や技術を生かして地域に貢献したい方、健康維持の
ために体を動かしたい方などの応募をお待ちしています。

▶対象　市内在住で、健康で働く意欲のある60歳以上の方
▶ 入会説明会　毎月第1・第3木曜日の午前10時～ 11時に行田市シ
ルバー人材センター（旭町13－24）で開催しています。

その仕事、シルバー人材センターにお任せください
　植木の剪

せんてい
定、簡単な農作業、草取り、草刈作業、各種施設の管理、

工場の軽作業、塗装、簡単な大工仕事、屋内外の掃除、家事援助、パ
ソコンのセットアップ、各種イベントの手伝い、ふすま･障子･網戸
の張り替え、家具転倒防止器具・住宅用火災警報器の取り付け・取り
替え作業など

▶問い合わせ　同センター☎556―5221

　屋外での作業は、季節による混
み具合、天候などに左右されます
ので、お待ちいただくことがあり
ます。ご了承ください。
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一日を通して消防士の仕事を体験

楽しく学ぶ初めての将棋

ラジオ＆ながちか体操で心地よい夏の朝

ロビーに響く優雅な演奏

足袋学習の成果を展示

3世代で流しそうめんを楽しむ
かまどで炊いたご飯を味わう

　7月29日、総合公園第2自由広場で「みんなでラジオ＆ながち
か（長親）体操会」が開催されました。
　昨年に続き2回目となったこの催しには、508人が参加。平
成24年度に作られた市オリジナルの健康体操であるながちか
（長親）体操を行いました。その後、参加者は全国ラジオ体操指導
委員による効果的な体の動かし方などの指導を受けながらラジ
オ体操に取り組んで汗を流し、心地よい夏の朝を過ごしました。

　7月29日・30日の2日間、「第24回市民祭・行田浮
き城まつり」が開催されました。
　祭りのメーンである「だんべ踊り」には23チーム
が参加し、おそろいのTシャツやはっぴなどの衣装
を身に付け、45分間元気に踊り切りました。また、
祭りの最後には6台の山車が登場。笛と太鼓による
力強い祭りばやしで、会場を埋め尽くした観客を魅
了しました。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

　8月1日から3日にかけ、中央公民館和室で夏休み伝統
文化体験教室が開かれました。
　1日に行われた「はじめての将棋」では、市内の小学3年
生から6年生までの24人が参加しました。行田市将棋
連盟顧問の森健一さんが将棋の基本的なルールや成り
立ちなどを初心者でも分かりやすいように丁寧に解説。
子供たちは「矢倉囲い」と呼ばれる戦型に駒を並べた後、
森さんのアドバイスを受けながら実際に向かい合って
対戦し、将棋を楽しみました。

　7月28日、市役所玄関ロビーで「市役所ロビーコンサート」が開
催されました。
　この日は新井理沙さん（ソプラノ）、小池穂波さん（フルート）、
小林礼美さん（ピアノ）のグループ「ベル・パエーゼ」が出演。「虹の
彼方に」「ふるさと」など全7曲を披露し、訪れた観客は優雅な演
奏に、うっとりと耳を傾けていました。ロビーコンサートは今年
度あと2回開催される予定で、「市報ぎょうだ」などで日程をお知
らせします。

　今年度から小学3年生の社会科で副読本「足袋のまち行
田」を使った学習を行っています。この学習の中で作成
した「学習のまとめ」が8月3日から21日まで中央公民館
談話コーナーで展示されました。
　授業の中で学んだ行田の足袋作りの歴史や作り方につ
いて、子供たちが写真やイラストを用いて分かりやすく
まとめました。来館者は市内全16校分の「学習のまとめ」
を興味深そうに見入っていました。

　8月9日、地域交流事業「納涼会inやすらぎの里」が総合福
祉会館「やすらぎの里」で開催されました。
　3世代交流を目的としたこの催しに1歳から70歳までの
40人が参加。プールで遊んだ後、調理実習室に隣接するテ
ラスで流しそうめんを行いました。竹の中を勢い良く流れ
てくるそうめんに子供たちからは歓声が上がり、夏の風物
詩を満喫しているようでした。

　8月5日・6日に、NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワーク
の主催で足袋蔵昔体験セミナーが忠次郎蔵と牧禎舎で開催
されました。
　参加した16人の子供たちは、実際に足袋蔵に宿泊し、昭和
初期の生活や遊びを体験しました。2日目の朝は、全員が交
替で火吹き竹を使い、かまどに火を起こしご飯を炊きまし
た。炊き立てのご飯を食べた子供たちは「お米がすごく甘
かった」、「いつもより朝ごはんをたくさん食べた」と時間と
手間暇のかかった昔の朝食に感動した様子でした。

　8月10日、消防本部で第24回夏休み一日消防士体験が開催
され、市内の小学生ら88人が参加しました。
　この日は消防庁舎や消防自動車を見学した後、張られたロー
プをすばやく渡る救助訓練や応急手当訓練などを体験。また、
放水訓練では水の勢いに驚きながらも消防署員に支えてもら
い、ホースをしっかり握って5メートル先の標的を目がけ放水
しました。子供たちは、一日を通して消防士のさまざまな仕事
を体験し、夏休みの良い思い出となったようでした。

熱い夏を彩る浮き城まつり
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ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
部
や
地
中
海
沿
岸
地
方
が
原
産
地

と
さ
れ
、
古
代
ロ
ー
マ
な
ど
で
甘
味
源
と
し
て
重
宝
さ

れ
る
な
ど
栽
培
の
歴
史
は
紀
元
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

イ
チ
ジ
ク
。
大
き
さ
と
甘
さ
に
こ
だ
わ
り
イ
チ
ジ
ク
栽

培
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
の
が
長
島
廣
三
さ
ん
で
す
。

　
も
と
も
と
兼
業
農
家
で
米
と
野
菜
を
生
産
し
て
い
た

長
島
さ
ん
は
、
農
協
の
情
報
紙
で
騎
西
い
ち
じ
く
組
合

の
取
り
組
み
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
チ
ジ
ク
を

育
て
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
、
同
組
合
に
足
を
運
ん
で

作
り
方
を
学
び
、
平
成
11
年
に
広
島
の
イ
チ
ジ
ク
農
場

か
ら
大
玉
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
の
「
ド
ー
フ
ィ

ン
」
と
い
う
品
種
の
苗
を
仕
入
れ
て
、
栽
培
を
開
始
。

イ
チ
ジ
ク
作
り
に
は
肥
料
が
重
要
と
考
え
、
米
ぬ
か
や

大
豆
な
ど
に
微
生
物
土
壌
改
良
資
材
を
混
ぜ
て
自
家
製

の
堆
肥
を
作
り
、
果
樹
園
に
与
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
作
ら
れ
た
イ
チ
ジ
ク
は
一
般
的
な
も
の
よ
り
も
大
き

く
て
糖
度
も
高
く
お
い
し
い
と
評
判
だ
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
イ
チ
ジ
ク
栽
培
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
平

成
16
年
ご
ろ
か
ら
加
工
品
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
長

島
さ
ん
は
「
規
格
外
で
あ
っ
て
も
丹
精
込
め
て
作
っ
た

も
の
を
そ
の
ま
ま
廃
棄
し
て
し
ま
う
の
は
心
苦
し
い
。

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
考
え
た
結
果
、
イ
チ
ジ
ク
栽
培
が
落
ち
着
い
て
い

る
冬
か
ら
春
に
か
け
て
イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
加
工
品
を

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
そ
の
き
っ
か
け
を
話
し
ま

す
。
今
で
は
ジ
ャ
ム
や
ま
ん
じ
ゅ
う
、
甘
露
煮
や
パ
イ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
一
年
中
イ
チ
ジ
ク
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
イ
チ
ジ
ク
と
加
工
品
は
、
自
家
売
り
の
他
、
市
場

や
農
協
の
直
売
所
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
卸

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
行
田
の
お
い
し
い
イ
チ
ジ
ク

を
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
一
昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品
と

し
て
出
品
。
全
国
か
ら
多
く
の
申
し
込
み
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
今
よ
り
も
さ
ら
に
甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ
ジ
ク
を

お
客
さ
ん
に
届
け
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
肥
料

作
り
に
は
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
長
島

さ
ん
は
ひ
た
む
き
な
思
い
を
口
に
し
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク

の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
る
9
月
。
長
島
さ
ん
が
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
イ
チ
ジ
ク
が
今
年
も
多
く
の
人
を
と

り
こ
に
し
て
い
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社吉野製麺
生パスタを中心としたこだわりの麺が自慢
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田 

二
瓶　
弘
子

夏
祭
り
夫
の
太
鼓
に
惚
れ
嫁
ぐ

 

本
丸 

中
村　
宣
子

全
集
の
い
ま
だ
真
つ
新
我
鬼
忌
か
な

 

荒
木 

森
田　
　
静

鰯
雲
映
し
て
利
根
の
真
つ
平

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

病
葉
の
流
れ
て
行
方
定
ま
ら
ず

 

須
加 

天
沼　
広
吉

足
許
の
心
も
と
な
き
盆
迎
へ

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

足
腰
の
痛
み
和
ら
ぐ
青
田
風

 

須
加 

須
加　
信
子

月
涼
し
医
業
一
筋
百
五
歳

 

西
新
町 

青
木　
泰
山

七
夕
の
願
い
欲
張
る
こ
と
も
な
く

 

中
里 

鯨　
美
智
子

盆
飾
り
涙
あ
ふ
れ
る
子
の
遺
影

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

玉
の
汗
家
々
巡
る
獅
子
太
鼓

 

持
田 

斉
藤　
協
二

妻
癒
え
て
吾
病
み
に
け
り
蝉
時
雨

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

自
家
製
肥
料
に
こ
だ
わ
り

 

大
き
く
て
甘
い
イ
チ
ジ
ク
を
生
産

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

長
島 

廣
三 

さ
ん
（
須
加
・
67
歳
）

めましてはじ ○ 9月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、10月2日㈪午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

高
田 

莉り

久く

都と 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
28
年
9
月
26
日
生
ま
れ

父
・
哲
弥
さ
ん　
母
・
佑
香
さ
ん

「
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

 

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
☆
」

中
村
　
朋と
も

輝き 

ち
ゃ
ん （
堤
根
）

平
成
28
年
9
月
16
日
生
ま
れ

父
・
将
俊
さ
ん　
母
・
涼
香
さ
ん

塚
原
　
愛あ

結む
ち
ゃ
ん （
桜
町
）

平
成
28
年
9
月
16
日
生
ま
れ

父
・
俊
貴
さ
ん　
母
・
ジ
ェニ
ー
さ
ん

「
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の

 

く
い
し
ん
ぼ
う
」

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
☆

 

素
敵
な
子
に
な
っ
て
ね
」

室
田
　
梨り

緒お 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
28
年
9
月
12
日
生
ま
れ

父
・
明
秀
さ
ん　
母
・
恵
梨
さ
ん

「
元
気
で
優
し
い
子
に

 

育
っ
て
ね
♡
」

大
澤
　
有あ
り

彩さ 

ち
ゃ
ん （
忍
）

平
成
28
年
9
月
14
日
生
ま
れ

父
・
篤
史
さ
ん　
母
・
恭
子
さ
ん

三
浦
　
理り

愛な 

ち
ゃ
ん （
向
町
）

平
成
28
年
9
月
6
日
生
ま
れ

父
・
裕
翼
さ
ん　
母
・
明
美
さ
ん

「
家
族
の
ア
イ
ド
ル
！

 

元
気
に
育
っ
て
ね
」

「
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
笑
お
う
ね
！
」

★★★ 平成28年 9月生まれ のおともだち ★★★

平成28年11月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　吉野 邦明
【事業内容】 麺類製造および販売、その
他食品販売
【住所】 桜町2―28―23

　
昭
和
5
年
に
創
業
し
た
株
式
会
社
吉
野
製

麺
は
、
添
加
物
を
加
え
な
い
う
ど
ん
や
そ

ば
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
幅
広
い
麺
類
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

生
パ
ス
タ
で
す
。
代
表
取
締
役
の
吉
野
邦
明

さ
ん
は
「
パ
ス
タ
を
始
め
た
の
は
約
20
年

前
、
イ
タ
リ
ア
料
理
が
日
本
で
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
頃
に
自
身
で
パ
ス
タ
を
試
作
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
に

渡
っ
て
修
行
を
積
み
、
日
本
で
初
め
て
本
格

的
な
生
パ
ス
タ
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
」
と

商
品
化
に
至
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
パ
ス
タ
の
製
造
に
は
カ
ナ
ダ
産
デ
ュ
ラ
ム

小
麦
粉
を
使
用
。
同
社
独
自
の
配
合
で
水
や

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
な
ど
を
加
え
、
職
人
が
生

地
の
状
態
を
見
極
め
な
が
ら
ミ
キ
サ
ー
で
こ

ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
タ
リ
ア
製
パ

ス
タ
製
造
機
を
使
い
、
押
し
出
し
製
法
で
成

型
す
る
こ
と
で
独
自
の
も
ち
も
ち
と
し
た
食

感
を
生
み
出
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
本
場
イ

タ
リ
ア
の
料
理
人
直
伝
の
生
パ
ス
タ
は
ス
パ

ゲ
テ
ィ
や
リ
ン
グ
イ
ー
ネ
、
ニ
ョ
ッ
キ
な
ど

今
で
は
１
２
０
種
類
を
超
え
、
市
内
ス
ー

パ
ー
や
Ｊ
Ａ
に
卸
し
て
い
る
他
、
学
校
給
食

や
飲
食
店
に
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
創
業
当
時
か
ら
製
造
す
る

う
ど
ん
で
も
新
た
な
商
品
開
発
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
完
成
し
た
の
が
行
田
産
の

小
麦
を
使
用
し
た
「
行
田
う
ど
ん
」
で
す
。

市
内
で
育
て
た
「
あ
や
ひ
か
り
」
と
い
う
品

種
の
小
麦
で
作
っ
た
う
ど
ん
は
従
来
の
も
の

に
比
べ
、
弾
力
の
あ
る
歯
ご
た
え
と
つ
る
つ

る
と
し
た
喉
ご
し
が
特
徴
で
小
麦
本
来
の
甘

み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
商
品

は
原
料
の
生
産
か
ら
加
工
ま
で
を
地
元
で

行
っ
て
お
り
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
野
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
「『
行
田
う

ど
ん
』
を
先
駆
け
に
多
く
の
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
他
に
は
な
い
特
色
あ
る
う
ど

ん
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
製
造
を
始
め
た
生
パ
ス

タ
、
ト
ル
テ
ィ
リ
ー
ニ
の
販
売
も
拡
大
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
社
の
味
に
妥
協
し
な

い
こ
だ
わ
り
の
麺
が
私
た
ち
の
食
生
活
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
10
月
2
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
行
田

の
昔
話
」　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
※
父
親
も
歓

迎　
▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）
※

託
児
付
き　

▼
参
加
費
　
１
０
０

円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
10

月
1
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議
会

☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
9
月
30
日
㈯
正
午
〜
午
後

4
時
30
分
（
午
前
11
時
30
分
開
場
）　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　【
上
映
会
】「
み
ん
な
の
学

校
」
上
映
・
午
後
0
時
15
分
〜
1
時

40
分
【
講
演
会
】
木
村
泰
子
さ
ん

（
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
初
代
校

長
）
に
よ
る
講
演
「
み
ん
な
が
つ
く

る
み
ん
な
の
学
校
」・
午
後
2
時
〜

4
時
30
分　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

「
み
ん
な
の
学
校
」

上
映
会
＆
講
演
会

行
田
市
障
が
い
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ハ
ッ
ピ
ー
行
田
」　
▼
後
援
　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
そ
の
他
　

手
話
通
訳
、
字
幕
、
音
声
ガ
イ
ド
付

き　

▼
問
　（
社
福
）
健
翔
会
大
地

渡
辺
☎
５
５
５
―
６
１
６
６

▼
日
時
　
9
月
24
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
で
自
宅
の
エ
コ
診
断
を
す

る
。
診
断
結
果
か
ら
効
果
的
な
エ
コ

対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
お
よ
び
協
賛
店

の
割
引
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。　
▼

定
員
　
50
人　

▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム　
▼
申
・
問
　
國
井
☎
５
５
６
―

４
１
８
８

吉
永
小
百
合
映
画
ポ
ス
タ
ー
展

▼
期
間
　
10
月
31
日
㈫
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
時

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時　
▼
場

所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店

ロ
ビ
ー
（
天
満
3
―
16
）　
▼
内
容
　

埼
玉
版
家
庭
の
エ
コ
診
断

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　
10
月
7
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
前
日
に
判

断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
周
知
）　
▼
集

合
場
所
　
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
新
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
前　
▼
内
容
　
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
を
愛
着
の
あ
る
公
園
に

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
う　
▼
持
ち
物
　
清
掃
用
の

手
袋
、
ご
み
袋　
▼
主
催
　
行
田
の

ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員
会　

▼
問
　

同
委
員
会
事
務
局
（
都
市
計
画
課

内
・
内
線
５
６
０
４
ま
た
は
管
理
課

内
・
内
線
５
７
０
４
）

▼
日
時
　
10
月
9
日
㈪
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
埼
玉
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
埼
玉
浮
き
城

プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　
▼
そ
の
他
　
産
業

文
化
会
館
で
配
布
し
て
い
る
入
場
整

理
券
を
事
前
に
受
け
取
り
、
当
日
持

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
の

清
掃
活
動

埼
玉
浮
き
城
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

吉
永
小
百
合
さ
ん
出
演
の
映
画
ポ
ス

タ
ー
を
は
じ
め
、
雑
誌
、
レ
コ
ー
ド

な
ど
の
展
示

銀
行
の
貯
金
箱
展

▼
期
間
　
9
月
30
日
㈯
ま
で　

▼

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7

時　

▼
場
所
　
ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子

店
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
（
行
田
9
―

3
）　
▼
内
容
　
昔
の
銀
行
の
貯
金

箱
や
販
促
用
貯
金
箱
の
展
示

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
9
月
26
日
㈫
午
後
2
時
〜

3
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会

館
第
3
会
議
室　
▼
内
容
　
便
利
で

正
し
い
使
い
方
を
学
び
、
料
金
ト
ラ

ブ
ル
や
犯
罪
被
害
を
防
ぐ　
▼
講
師
　

加
納
桂
輔
さ
ん
（
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
研
究
家
）　
▼
定

員
　
10
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

3
千
９
８
０
円
（
教
材
費
な
ど
を
含

む
）　
▼
持
ち
物
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
あ

り
）　

▼
後
援
　
行
田
市　

▼
申
・

問
　
9
月
25
日
㈪
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

講
座
・
教
室
・
講
演
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

入
門
講
座
（
シ
ニ
ア
編
）

参
の
こ
と　
▼
問
　
同
ク
ラ
ブ
畠
山

☎
５
５
６
―
１
７
５
９

▼
日
時
　
10
月
8
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
2
時　
▼
場
所
　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場
（
富
士
見
町
2
―
17

―
17
）　
▼
内
容
　
医
師
に
よ
る
健

康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
、
無
料
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
・
血
管
年
齢
測

定
な
ど
）、
脚
力
検
査
、
無
料
健
康

相
談
、
焼
き
そ
ば
・
う
ど
ん
な
ど
の

屋
台
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ
ザ
ー
、
抽

選
会
な
ど　
▼
参
加
無
料
　
▼
後
援
　

行
田
市　

▼
そ
の
他
　
一
部
コ
ー

ナ
ー
は
先
着
順　

▼
問
　
同
院
☎

５
５
３
―
２
０
０
０

▼
日
時
　
10
月
1
日
㈰
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー　
▼
内
容
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
血
圧
、体
脂
肪
、骨
密
度
※
３
０
０

円
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）、
骨
盤

矯
正
ヨ
ガ
（
６
０
０
円
、
要
予
約
）、

バ
ザ
ー
他　
▼
参
加
費
　
２
０
０
円

（
任
意
）　

▼
申
・
問
　
行
田
協
立

診
療
所
柴
田
☎
５
５
６
―
６
７
５
５

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
２
０
１
７

行
田
協
立
診
療
所

け
ん
こ
う
ま
つ
り

人
す
ぎ
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ブ
加
納
☎

０
４
８
０
―
３
１
―
０
０
５
５

▼
日
時
　
10
月
4
日
〜
26
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
7
回
、
12
日
を
除

く
）
午
後
5
時
〜
7
時
（
水
曜
日
）、

午
後
7
時
〜
9
時
（
木
曜
日
）　
▼
場

所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔

道
場　
▼
内
容
　
空
手
や
カ
ン
フ
ー
、

テ
コ
ン
ド
ー
な
ど
の
武
道
の
練
習
を

行
い
、
礼
儀
作
法
や
護
身
術
を
身
に

付
け
る　
▼
対
象
　
5
歳
以
上　
▼

費
用
　
1
千
５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会　
▼
申
・
問
　
総
合
武
術
教
室

武
活
動M

artial Arts Life

福
田
☎

０
９
０
―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

▼
日
時
　
10
月
21
日
㈯
午
後
3
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ 

ア

イ
ト
ピ
ア
（
持
田
２
７
９
２
―
１
）　

▼
演
題
　「
つ
ま
づ
き
だ
ら
け
の
人

生
」　

▼
講
師
　
井
沢
隆
さ
ん
（
ビ

ジ
ュ
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
代

表
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
熊

谷
高
校
同
窓
会
行
田
支
部　

▼
問
　

同
事
務
局
☎
５
５
４
―
０
４
７
９

子
ど
も
総
合
武
術
体
験
教
室

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
講
演
会

獅子舞を見に行こう

獅子舞演舞日程
名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

若小玉の獅子舞
9月17日㈰
午前10時
午後7時30分

若小玉の勝呂神
社・大竹稲荷神
社・秋葉神社

橋掛り、花係
り・鐘巻

午前中は3つの神社で短く演舞し、
夜は勝呂神社で2回演舞します。

野の獅子舞 10月29日㈰
午前9時30分

野の久伊豆神社・
諏訪神社・歓喜
天社・氷川神社

雌獅子隠し
野の久伊豆神社から氷川神社まで
1日かけて回り、各寺社で演舞し
ます。

※ 日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前ぐらい）するか文化財
保護課に問い合わせください。
▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、市の無形民俗文化財に指定されています。今回は若小玉、
野の獅子舞についてお知らせします。
　地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

イベント

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
9
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時　
▼
場

所
　
中
央
公
民
館
創
作
室
（「
み
ら

い
」
内
）　
▼
内
容
　
モ
デ
ル
を
見
な

が
ら
テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
で
胸
像
を
作

る
（
後
日
、
焼
成
し
て
作
品
を
お
渡

し
し
ま
す
）　
▼
講
師
　
中
島
睦
雄
さ

ん
、
塩
原
康
正
さ
ん
、
木
暮
照
子
さ

ん　
▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　
▼

参
加
費
　
4
千
円
（
材
料
費
な
ど
）　

▼
持
ち
物
　
昼
食
、
お
し
ぼ
り
、
粘

土
ヘ
ラ
、タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋
（
大
）　

▼
申
・
問
　
9
月
9
日
㈯
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
木
暮
☎
５
５
６

―
６
６
５
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時
　
10
月
15
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
（
昼
食
休
憩
を
含
む
）　

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
第
1
学
習
室

（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　
講

義
と
実
演
、
淡
墨
書
作
品
制
作
体

験　
▼
講
師
　
赤
荻
北
州
さ
ん
（
読

売
書
法
会
幹
事
、
第
67
回
県
展
審
査

員
）　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　

▼

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
1
千
円
（
資
料
代
）　

▼
持
ち

２
０
１
７
彫
刻
制
作
会

淡
墨
書
道
教
室
６

〜
硯
と
墨
色
〜

▼
日
時
　
9
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
（
受
け
付
け
は
午
後
0
時

30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー
４
０
１
研
修
室　
▼
主
催
　
埼

玉
弁
護
士
会
熊
谷
支
部　
▼
そ
の
他
　

予
約
不
要　
▼
問
　
同
会
熊
谷
支
部

☎
５
２
１
―
０
８
４
４

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈮
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け
は
午
後
0
時
15
分

〜
3
時
）　
▼
場
所
　
彩
の
国
く
ま

が
や
ド
ー
ム
体
育
館
（
熊
谷
市
上
川

上
３
０
０
・
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公

園
内
）　

▼
参
加
企
業
　
35
社
（
予

定
）　

▼
持
ち
物
　
障
害
者
手
帳
、

履
歴
書
（
応
募
す
る
企
業
の
数
分

用
意
の
こ
と
）、
上
履
き
（
ス
リ
ッ

パ
）　
▼
そ
の
他
　
企
業
の
人
事
担

当
者
と
面
接
が
で
き
ま
す
。
面
接
に

は
申
し
込
み
や
登
録
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
障
害
者
担
当
☎

５
５
６
―
３
１
５
１

相
談
・
面
接
会

法
の
日
無
料
法
律
相
談
会

県
北
地
域
障
害
者

就
職
面
接
会

午
後
3
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
秩
父

市
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
秩
父
市
大

野
原
１
４
７
０
）　
▼
種
目
　
絵
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真　
▼
出
品

資
格
　
県
北
の
各
市
町
村
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
の

方　
▼
出
品
料
　
1
点
に
つ
き
3
千

円
（
搬
入
時
に
納
入
）　
▼
搬
入
日

時
　
11
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

4
時　
▼
そ
の
他
　
開
催
要
項
は
、

9
月
下
旬
ご
ろ
産
業
文
化
会
館
で
配

布　
▼
問
　
第
60
回
埼
玉
県
北
美
術

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
秩
父
市
生

涯
学
習
課
内
）
☎
０
４
９
４
―
２
２

―
０
４
２
０

▼
展
示
期
間
　
10
月
28
日
㈯
〜
11
月

12
日
㈰　
▼
展
示
場
所
　
郷
土
博
物

館　
▼
主
催
　
行
田
市
、
行
田
市
菊

花
連
絡
協
議
会　
▼
そ
の
他
　
搬
入

は
10
月
26
日
㈭
午
前
9
時
〜
11
時
に

同
館　
▼
申
・
問
　
9
月
29
日
㈮
午

後
5
時
ま
で
に
電
話
で
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
９
）

第
43
回
行
田
市
菊
花
展
の

出
品
作
品

物
　
書
道
用
具
（
貸
し
出
し
あ
り
）　

▼
主
催
　
淡
墨
書
道
研
究
会　
▼
申

・
問
　
10
月
8
日
㈰
ま
で
に
赤
荻
☎

０
９
０
―
６
１
０
５
―
１
５
８
６

【
Ｅ
メ
ー
ル
】redbam

boo7@
gm
ail.com

▼
開
催
日
時
　
11
月
23
日
㈭
〜
26
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
26
日
は

募
　
　
集

第
60
回
埼
玉
県
北
美
術
展

の
出
品
作
品

282017.9 市報 ぎょうだ29
人口82,296人（－73） 男40,893人（－39） 女41,403人（－34） 世帯数34,344世帯（＋2）
7月中の異動　出生34人　転入等173人　死亡66人　転出等214人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

２
千
５
０
０
円　
▼
申
　
9
月
9
日

㈯
午
前
10
時
か
ら
直
接
同
館
（
電
話

受
け
付
け
は
午
後
1
時
か
ら
）

商
工
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
11
月
26
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
内
容
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲
や

子
ど
も
向
け
の
曲
を
中
心
に
演
奏
す

る　
▼
出
演
　
瀬
戸
奏
さ
ん
、
岩
下

美
穂
さ
ん
、
大
久
保
英
子
さ
ん　
▼

定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼

入
場
料
　
５
０
０
円　

▼
そ
の
他
　

未
就
学
児
専
用
シ
ー
ト
席
（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い
　
9
月
23
日
㈯
午
前
9
時
か
ら

商
工
セ
ン
タ
ー
で
販
売

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

シ
リ
ー
ズ
Ⅰ

秋あ
き
う
ら
ら麗
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
9
月
17
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　「
誰
も
寝
て
は

な
ら
ぬ
」、「
愛
の
夢
」、「
ハ
ン
ブ
ル

ガ
ー
ソ
ナ
タ
」、「
千
の
風
に
な
っ

て
」、「
精
霊
の
踊
り
」
他　
▼
出
演
　

デ
ュ
オ
・
コ
フ
レ
（
フ
ル
ー
ト
＆
ピ

ア
ノ
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
９
月
16
日
㈯
午
後
２
時　

▼
上
映
作
品
　「
あ
し
た
元
気
に

な
ー
れ
！
」（
上
映
時
間
90
分
）　

▼

入
場
無
料
　
▼
定
員
　
３
０
０
人

（
先
着
順
）　
▼
そ
の
他
　
整
理
券

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

▼
日
時
　
11
月
5
日
〜
12
月
3
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　
▼
内
容
　

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
に
触
れ
な
が
ら
親
子
で
楽
し

む　
▼
対
象
　
3
歳
〜
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
1
人　
▼
定
員
　
10
組

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　【
子
ど

も
】
1
千
円
【
大
人
】
１
千
５
０
０

円
（
保
険
料
を
含
む
）　
▼
そ
の
他
　

申
し
込
み
の
無
い
方
の
見
学
お
よ
び

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。　
▼
申
　
10

月
14
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
参
加
費
を

添
え
て
直
接
同
セ
ン
タ
ー
（
電
話
で

の
仮
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

骨
盤
調
整
ヨ
ガ
教
室

▼
日
時
　
10
月
6
日
〜
27
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
10
時
45
分

〜
11
時
45
分　
▼
場
所
　
総
合
公
園

管
理
棟
大
会
議
室　
▼
内
容
　
体
の

硬
い
人
や
体
力
の
な
い
人
で
も
で
き

る
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
整
え
る
ポ
ー
ズ

を
中
心
と
し
た
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
を

行
う　

▼
講
師
　
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
講

師　
▼
対
象
　
18
歳
以
上
の
方　
▼

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
2
千
円　
▼
申
　
9
月
15
日
㈮

午
前
９
時
か
ら
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ

四
季
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
9
月
30
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
工
作

室　
▼
内
容
　
秋
か
ら
春
に
か
け
て

楽
し
め
る
草
花
の
寄
せ
植
え
を
作

る　
▼
講
師
　
伊
藤
弘
充
さ
ん
（
テ

ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
）　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
方　
▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

１
千
５
０
０
円
（
材
料
代
、保
険
料
）　

▼
申
　
9
月
15
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

直
接
同
館き

も
の
着
付
け
教
室

▼
日
時
　
10
月
5
日
〜
11
月
30
日
の

木
曜
日
（
全
8
回
、
11
月
23
日
を
除

く
）
午
後
7
時
〜
9
時　

▼
場
所
　

産
業
文
化
会
館　
▼
内
容
　
着
物
の

着
付
け
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯
の
結
び

方
を
学
ぶ　
▼
対
象
　
女
性　
▼
定

ポ
タ
リ
ン
グ
・

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
と

行
き
ま
す
る
！

▼
日
時
　
10
月
7
日
㈯
午
前
９
時
※

小
雨
決
行　
▼
集
合
場
所
　
行
田
市

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内
所　
▼

内
容
　
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
と

忍
城
址
、
総
合
公
園
、
さ
き
た
ま
古

墳
公
園
、
古
代
蓮
の
里
を
自
転
車
で

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

▼
対
象
　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と
）　

▼
定
員
　
50
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　

4
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
ゴ
ー

ル
し
た
方
に
記
念
品
を
贈
呈　
▼
申
　

9
月
2
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
直
接
同

観
光
案
内
所

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成29年8月1日現在）
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明
治
時
代
に
な
る
と
城
郭
は
新
政
府
の
軍
事
部

門
を
担
う
兵
部
省
の
所
管
と
な
り
、
同
省
が
陸
軍

省
と
海
軍
省
に
分
か
れ
る
と
陸
軍
省
の
所
管
と
な

り
ま
し
た
。
兵
部
省
は
関
東
地
方
の
城
郭
の
現
況

調
査
に
着
手
し
、
続
く
陸
軍
省
も
全
国
の
城
郭
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
軍
事
施
設
と
し

て
使
用
す
る
城
郭
と
そ
れ
以
外
の
城
郭
を
区
別
し
、

そ
こ
で
不
用
と
さ
れ
た
城
郭
を
大
蔵
省
へ
引
き
渡

す
こ
と
で
調
整
を
進
め
ま
し
た
。

　

明
治
6
年
（
１
８
７
３
）
1
月
、
太
政
官
か
ら

陸
軍
省
と
大
蔵
省
に
存
城
と
廃
城
に
関
す
る
決
定

が
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
忍
城
は
兵
部
省
の
調
査
の

時
点
で
、
城
の
周
囲
が
こ
と
ご
と
く
沼
地
で
土
地

が
湿
っ
て
お
り
、
水
害

が
多
い
こ
と
な
ど
の
理

由
か
ら
、
廃
城
の
方
針

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
正

式
に
廃
城
が
決
定
す
る

と
、
大
蔵
省
に
移
管
さ

れ
、
城
内
の
建
造
物
は

埼
玉
県
に
よ
っ
て
競
売

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
紹
介
す
る

資
料
は
そ
の
際
に
周
辺

の
町
村
に
出
さ
れ
た
入

札
の
通
知
書
で
す
。

　
入
札
は
埼
玉
県
の
成
立
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
行
田

支
庁
と
い
う
県
の
出
張
所
で
行
い
、
希
望
者
は
明
治

6
年
2
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
に
見
積
書
を
提

出
す
る
よ
う
に
各
町
村
に
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
城
内

の
建
物
の
明
細
に
は
、
一
番
か
ら
十
八
番
ま
で
の
番

号
が
つ
け
ら
れ
、
建
物
の
名
称
と
と
も
に
梁
間
と
桁

行
の
長
さ
、
付
属
す
る
門
や
塀
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
手
門
や
沼
橋
門
、
成
田
門
な
ど
大
型
の

櫓
門
は
付
属
す
る
冠
木
門
や
塀
と
併
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
単
独
で
の
入
札
と
な
り
ま
し
た
。
城
内
に
あ
っ

た
櫓
三
棟
の
う
ち
、
三
重
櫓
と
二
重
櫓
一
棟
は
単
独

で
の
入
札
と
な
り
ま
し
た
が
、
武
器
庫
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
二
重
櫓
は
同
じ
く
武
器
庫
だ
っ
た
土
蔵

な
ど
9
棟
と
併
せ
て
入
札
さ
れ
ま

し
た
。
忍
城
へ
の
入
り
口
に
設
置

さ
れ
た
長
野
口
門
や
持
田
口
門
な

ど
16
の
門
は
一
括
で
の
入
札
と
な

り
ま
し
た
。

　
入
札
に
は
58
人
が
参
加
し
、
落
札

額
の
総
額
は
2
千
３
３
４
円
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
ど
の
建
物
が
い
く
ら

で
落
札
さ
れ
た
か
は
、
忍
城
御
三
階

櫓
2
階
の
展
示
室
に
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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今月の表紙
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編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課
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号
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１
１
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平
成
29
年
9
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１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
855

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
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〞
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蔵

　子どもの知的好奇心を刺激する学びの場を提供することを
目的に、毎年開催されている子ども大学ぎょうだ。7月29日に

行われた第3回の講義では、行田の街並みの変化と足袋作りについて学びました。
　参加した子供たちは、「足袋とくらしの博物館」で足袋の製造工程を見学。職
人が手際良く足袋を縫い上げる様子を、子供たちは真剣な表情で見つめていま
した。

　地域で生活する障がいのある方に、自立生活や社会参加の促進や支援
を行い、誰もが自分の夢を実現できる社会の構築を目指し、活動している
のがNPO法人CILひこうせんです。
　同法人は平成16年に発足し、現在会員は約130人。活動の幅は年々広
がり、自立相談をはじめ、家事・介護支援などのヘルパー派遣事業、多機能
型障害福祉サービス事業所やグループホームの運営など、多岐にわたっ
ています。また、アート制作を通じて障がい者の社会参加や地域の活性
化にも積極的に取り組んでおり、その代表格である「忍町アートギャラ
リー」では、会員の作品展示やワークショップなどを行い、「日本で一番
アートな町」を目指しています。
　今年6月には新たな活動拠点を向町に開設し、活動にますます熱が入
る同法人。みんなの夢の実現に向け、「ひこうせん」はこれからも飛び続
けていくことでしょう。

【理事長】田島 隆宏　【電話番号】555―1100 向町に開設した新本部棟内での活動の様子

GYODA Sep.2017

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS
No.855

旧忍城建物入札番号記

みんな　チカラの

NPO法人
ＣＩＬひこうせん

～市民公益活動団体紹介～⑨


